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池田良二展
静慮と精神の息吹

Ryoji IKEDA 
The Musing and  the Breathing of Immanence 
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前売券取扱所

ＭＯＯガイド（釧路）、コーチャンフォー釧路店、くしろ演劇みたい会、釧路市民文化会館、釧路市生涯学習センター、釧路市民活動センター（わっと）

2016年10/29（土）－11/27（日）
午前10時－午後5時　月曜休館
※毎週金、土曜は午後8時まで
一般500（300）円（大学生以下無料）
＊（　）内は前売、および10名以上の団体料金

＊身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳の交付を受けた方及び付き添いの方は無料 

金・土
８時まで
夜間開館

From the Ground Ⅱ/ 地上よりⅡ　2015



団体鑑賞、送迎します！
釧路市立美術館では、市内の学校での美術館鑑賞を

推進するため、バス｢まなぼっと号｣による無料送迎して
います。お気軽にお申し込みください。

マチナカギャラリー スタンプラリー
2016.10/8（土）～11/27（日）

釧路市内のギャラリー等を回るスタンプラリー
イベントです。詳しくは各会場に設置されたパンフ
レットをご覧ください。

池田良二は1947(昭和22)年、根室市に生

まれ、根室高校を卒業後上京し、武蔵野美術

大学で油彩を学びました。

1975(昭和50)年、28歳の時から独学で銅

版画の制作を開始します。イギリス、カナダ

などに滞在制作を行い複数の銅版技法を駆

使した静謐でモノトーンの深淵なる世界の

版画作品を国内外のコンクールで発表し、

受賞を重ね高い評価を受けます。

2008(平成20)年、故郷根室市において

アートプロジェクト「落石計画」を立ち上

げ、地域と密接な協働の中から生まれる文

化創造、発信を目指しています。

2009(平成21)年、紫綬褒章を受章。銅版画

家として、現代日本を代表する作家の一人

です。

本展では、池田良二の40年に渡る制作活

動の各時代の代表的な作品と最新作を含め

約70点展示し、現在進行形で発信され続け

る道東の美術をご紹介します。

文化の日：池田良二氏講演会
一貫して取り組んできた版画制作の道程や、
故郷根室の落石で取り組んでいるアートプロ
ジェクト・落石計画など、40年にわたる創作の
軌跡を語っていただきます。
講師：池田良二氏（版画家・武蔵野美術大学
教授）
日時：11月3日（木）　午前10時～12時
会場：まなぼっと幣舞5階 ハイビジョンシア
ター
○申込不要、当日自由参加

［交通案内］
●徒歩の場合
ＪＲ釧路駅から徒歩20分（1.6km）
●タクシーご利用の場合
JR釧路駅からタクシーで約5分
●バスご利用の場合　
くしろバス停留所｢釧路三慈会病院｣下車
徒歩1分
●釧路空港からバスご利用の場合
空港前停留所からバスで約45分、ＭＯＯ
バスターミナル下車徒歩5分
※地球環境保全のため、公共交通機関の利用にご協
力下さい。

釧路総合振興局

（まなぼっと幣舞3階）

旧

プチコレ

美術と博物資料で
辿る釧路行幸
2016.12/3（土）-25（日）
一般140円（大学生以下無料）

池田良二展

From the water’ s edge of the cape Ⅱ/ 岬の水際からⅡ　2015 Scenery of the north boundary/ 北境の風景について　2013

à/avec Antoni Tàpies Nobody knows my mind　1981

郷さくら美術館所蔵

美しき花鳥風月
―現代日本画名品展―
9/10（土）－11/9（水）

森川ヒロシ彫刻展
記憶から心象へ
10/21（金）－11/9（水）

今年も最新作がやってきます！

第91回道展
第61回釧路移動展
2016.12/6（火）-11（日）
一般400円（高校生以下無料）

釧路市立美術館のこれからの展覧会
＊詳細は釧路芸術館（電話0154-23-2381）まで、お問い合わせください。

＊詳細は釧路芸術館（電話0154-23-2381）まで、お問い合わせください。

お気軽に
ご利用
下さい！


